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１．災害ボランティアセンターに関するマニュアルの事例 

 
 

■表１ 災害ボランティアセンターに関するマニュアルの事例  

 

都道府県 タイトル 作成主体 

①タイプ１ 行政・社協職員等向け 
（主に行政、社協職員を視点にして作成されたもの） 

石川県 
災害時におけるボランティア支援
マニュアル 

石川県民ボランティアセンター 

②ボランティア向け型 
（主にボランティアセンターに設置や運営に携わる社協職員やボランティアコーディ

ネーターを視点にして作成されたもの） 

福井県 災害ボランティアハンドブック 
福井県災害ボランティアセンター連絡

会 

③ボランティア活動実践型  
（主にボランティアセンターの運営に携わる社協職員やボランティアコーディネータ

ーや現場で活動するボランティアを視点にして作成されたもの） 

横浜市 
災害ボランティアコーディネーターハ
ンドブック   

横浜災害ボランティアネットワーク 

④マニュアルの構成や記述内容に具体的な地域性や独自性がみられ、これか

らマニュアルを作成する際に有益になるもの  

岩手県 災害ボランティア活動マニュアル 岩手県 

 
記載内容の特色（４４～４６ページ） 

・ 「災害救援ボランティアセンター 災害地域地図マニュアル」では、災害地域全

体を把握するためやボランティア派遣先案内地図の作り方や使い方をわかりや

すく示してある。 

 

神戸市 こうべ災害ボランティア支援マニュアル 神戸市社会福祉協議会 
 
記載内容の特色（２１～２８ページ） 

・ 「ボランティアを求める（ニーズ）連絡が入ったら！」では、ニーズの受付から
マッチング、フォローアップ等の一連の手順が、イラストなどを交えてわかりや

すく示してある。 
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２．石川県 「災害時におけるボランティア支援マニュアル」 

作成主体 石川県民ボランティアセンター 
 

◆作成目的：災害時においてボランティア活動が迅速かつ効果的に行なわれ

るために行政担当者がどのような支援を行なうべきかという視点で作成 

◆ページ数：本編 25ページ、参考資料・様式集：18ページ 全 48ページ 

◆記載内容の特色 

・一般的なボランティア活動に関する考え方や活動の目的や意義などボラン

ティアの基礎的な内容が記載されている。（第１章） 

・災害時のボランティア活動の捉え方と行政がどのように協働し行政支援し

ていくかの考え方を示している。（第２章） 

・災害時のボランティアの受け入れについて、行政組織としてどのように連

携し対応していくかの考え方を示している。（第３章） 

・ボランティアコーディネーターの役割の重要性を示し、その役割やコーデ

ィネート方法についての考え方を示している。（第４章） 

・災害時の活動を円滑に進めていくためのネットワークの必要性、考え方を

示し、そのネットワーク構築のために平常時のネットワークのあり方につ

いて示している。（第４章） 
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３．福井県 「災害ボランティアハンドブック」 

作成主体 福井県災害ボランティアセンター連絡会 
 

◆作成目的：災害時のボランティア活動の円滑かつ効果的な展開を目指すた
めの組織づくりを目的に作成 
◆ページ数：本編：11ページ、 
資料編（要綱・様式集）：17ページ 全 28ページ 
◆記載内容の特色 
・災害時ボランティアの意義や役割など基本的な内容が記載されている。（第
１章） 
・災害時ボランティアに対して、県・市町村がどのように支援していくかを
示している。（第２章） 
・災害発生時の対応として、発災直後「福井県災害ボランティアセンター連
絡会」の開催やその結果を受けて「ボランティアセンターの設置」される
ことなど、一連の流れが示してある。（第３章） 
・ボランティアセンターが設置される場合の組織や業務、ボランティア対応
の流れなどが示してある。（第３章） 
・災害時の活動を円滑に進めていくための平常時の活動（福井県災害ボラン
ティアセンター連絡会のネットワーク化・ボランティア活動の普及啓発・
リーダーやコーディネーターの人材養成・災害時の活動ノウハウや活動マ
ニュアルの作成などの調査研究事業）について示している。（第４章） 
・災害ボランティア活動に参加する際の基礎的な知識や情報を記載してある。
（第５・６章） 
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４．横浜市「災害ボランティアコーディネーターハンドブック」 

作成主体 横浜災害ボランティアネットワーク 

 

◆作成目的：災害時のボランティア活動時のコーディネート能力の向上を目

指したもの 

◆ページ数：本編：36ページ、 

情報編（各施設の連絡先）：４ページ 全 43ページ 

◆記載内容の特色 

・災害時ボランティアコーディネーターの意義や役割など基本的な内容が記

載されている。（第１章） 

・コーディネートの流れとして、拠点立ち上げとボランティア受け入れ方針

づくりとして、手順を示してある。（第２章） 

・コーディネートの仕事や必要資器材などチェックリストの形式で示してい

る。（第１章） 

・コーディネートに際しての注意事項をコラム的に記述し読みやすくしてい

る。（第１章） 

・個別のコーディネート例をイラストを使いながらわかりやすく示してある。

（第２章） 

・災害ボランティア活動において役立つ様式集や掲示物作成のポイントなど

実践向きの情報が記載してある。（第３・４章） 

・横浜市内の活動拠点や活動支援機関等のリストを掲載している。（第５章） 
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５．神戸市 「こうべ災害ボランティア支援マニュアル」 

作成主体 神戸市社会福祉協議会 
 

◆作成目的：災害時がおこってしまった際の災害ボランティアのコーディネ

ートに役立つために作成 

◆ページ数：本編：43ページ、記録シート例：5ページ 全 50ページ 

◆記載内容の特色（P２１～２８） 

・「ボランティアを求める（ニーズ）連絡が入ったら！」では、ニーズの受付

からマッチング、フォローアップ等の一連の手順が、イラストなどを交えて

わかりやすく示してある。 
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６．岩手県  「災害ボランティア活動マニュアル」 

作成主体 岩手県 
 

◆作成目的：記載なし 

◆ページ数：本編：63ページ、情報編（各施設の連絡先）：13ページ 全 76

ページ 

◆記載内容の特色（P４４～４６） 

・災害救援ボランティアセンター 災害地域地図マニュアルでは、災害地域

全体を把握するためやボランティア派遣先案内地図の作り方や使い方を

わかりやすく示してある。 

 

 

 

 










